
建築環境系 前真之研究室
主に住宅

建物性能・設備・エネルギー

地球環境問題省エネルギー
電力自由化

ノンエナジー・ベネフィット
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１都３県でここ５年間に
家を建てた人にアンケート
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何にこだわったのか？

そして満足したのか？

Q19 ：顧客から設計の初期段階で導入したい・実現したいという要望が多い

性能をお選びください。
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【16項目から上位3項目をお選び下さい。】
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初めに重視していた性能 設計者から勧められた性能

性能に対する満足度 最終的に重視した性能

性能に対する重視度合いがどのように変化していったか？ はじめからこだわって そして満足している項目
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間取り・光・耐震
こだわって

大満足
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こだわった割に 満足していない項目

室内温熱環境
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こだわってなかったし 満足していない項目

省エネ性能
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室内温熱環境
省エネ

２大がっかり
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室内温熱環境
こだわったのに

ガッカリ
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省エネ
そもそも

こだわっていない
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電気代の負担感 (+2非常に高い～-2全く高くない)
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建てる時は
エネルギーに無関心

今は後悔



最大の武器（超広角サーモカメラ）

このエコ（なはずの）
ハウスを

どう説明していいか
分からない

現場の悲痛な声
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建築はもっと人のためになれる
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初めに重視していた性能 設計者から勧められた性能

性能に対する満足度 最終的に重視した性能

住宅を購入する人と設計する人のより良い関係は？
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海外でも省エネ行動の研究がさかんに



セッション1E DRIVING SUSTAINABLE BEHAVIOR: ENGAGING INDIVIDUALS
持続可能な行動を喚起する：個人へのエンゲージメント

持続可能なライフスタイルとアイデンティティ：
行動、認識と変化への積極性に基づいた顧客セグメンテーション

サイモンフレーザー大学（カナダ）

光熱

照度シミュレーションによる
自然光利用

熱負荷シミュレーションによる
太陽熱の活用

風

流体シミュレーションによる
通風の確保

物理人 設計が得意な人も
計算が得意な人も

エネルギー・省エネ行動・認知

断熱

高性能
開口部 蓄熱

最適チューニングされた
潜熱蓄熱建材

日射取得と通風利用に
最適化された窓

高性能開口部＋蓄熱による
日本型パッシブ

機器（ヒートポンプ）
による熱の投入

快適性と省エネ性を考慮した暖冷房方式の研究

蓄熱式床暖房パネル
（潜熱蓄熱材）

実気象条件下（工学部1号館屋上）でのフィールド実験

日射利用

床面への日射の入射状況（左）と熱画像（右）

日射量の詳細な計測



１．事業化の背景 潜熱蓄熱体(PCM)活用建材による温度安定性向上

PCMは無機系・無機系に大別
有機系は相変化温度可変で
長寿命化が容易なメリット

アルミパック封入やマイクロカプセル封入により
従来の有機系PCMの課題であるVOCや防火対策にもメド

潜熱蓄熱活用により暖冷房負荷の大幅な削減余地
建材としての実装にもメド 商品化の例も

「実用化開発」＋「実証開発」／高性能な開口・蓄熱建材およびヒートポンプとスマート制御技術活用による次世代フレキシブル太陽熱暖房住宅の開発
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潜熱蓄熱体（PCM)は
特定の温度帯（相変化温度）で

集中して吸熱・放熱を行う
↓

昼のオーバーヒート抑制
夜間の暖房負荷低減に効果的

PCMの
比熱曲線

海外では冷房ピークカット向けが多い

エネマネハウス2014

選抜５大学 14年01月@ビッグサイト 東大ブース



床下に封入した潜熱蓄熱体のパック 天井にもアルミパックに封入された潜熱蓄熱体を設置

前日が晴天だった1/25の明け方 天井の放熱が顕著 センターフレックスゾーンに日射取得
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OMソーラー
空気集熱式の太陽熱暖房の高効率化と

全国の気候への最適化に向けた実証プロジェクト

伊礼智先生野澤正光先生 秋山先生



前研究室は１０年目。
すでに多くのOB・OGが社会で活躍しています。

多くは大手設計事務所やゼネコンに就職していますが、
学生の時に住宅をテーマとして建築全体のことを考えられてよかったと

いってくれる人がたくさんいます。

建築がもっと人の役に立てるよう、最新の建築・省エネ技術に積極的に取り組んでいます。
大学の中に留まらない活動にもたくさん参加できます。

興味のある人は、mae@arch.t.u-tokyo.ac.jpに気軽に連絡ください。
ホームページ http://maelab.arch.t.u-tokyo.ac.jp/index-j.html には他のテーマものっています。


